
＜学校行事の合同開催＞
合同避難訓練／合同引き渡し訓練
／合同学校保健安全委員会／人権
教育講演会／救命救急講座

<児童生徒の交流>
小中合同運動会／三作神楽伝承事
業／小中合同文化祭／小中合同駅
伝大会／クリーン作戦／オープンス
クール／中学生による出前授業

<教職員の交流>
合同職員会議／合同研修会／乗り
入れ授業（保健体育・音楽）／日常の
授業参観

小中連携の取組
和田小・中学校では、児童生徒や地域の現
状・課題等を踏まえ、「地域を愛し、地域に愛
され、地域を支える子ども」をめざす子ども
の姿とし、小中一貫学校教育目標を「自分の
よさを見つけ、表現しよう」と設定していま
す。このめざす子どもの姿や学校教育目標
を軸に、４つの重点的な取組（「表現力の育
成」「学力の保障」「キャリア教育」「地域連
携」）を「和みネット（地域協育ネット協議
会）」との連携により実施しています。
中央教育審議会の「次期学習指導要領に
向けたこれまでの審議のまとめ（平成28
年）」によると、これからの教育課程には、教
育が普遍的にめざす根幹を堅持しつつ、社

和田小・中学校のグランドデザインについて
会の変化を柔軟に受け止めていく「社会に
開かれた教育課程」としての役割が強調さ
れています。この「社会に開かれた教育課
程」の理念としては、「子どもたちが自分の
人生を切り拓いていくために求められる資
質・能力とは何かを教育課程において明確
化し、育んでいくこと」や「教育課程の実施
に当たって、地域の人的・物的資源を活用し
たり、放課後や土曜日等を活用した社会教
育との連携を図ったりし、学校教育を学校内
に閉じずに、その目指すところを社会と共
有・連携しながら実現させること」等が示され
ており、和田小・中学校の取組はこの理念を
具現化しているものと言えます。

自分の個性 を自覚し、自
分の考えや 思いを伝え
ることがで きる

自分らしさを発揮しようとし、工
夫して自分の考えや思いを伝
えることができる

時と場に応じて、自信をもって、
自分の考えを発信することが
できる

自分の興味 ・関心を広げ、
学習習慣を 身に付ける
ことができる

自分の能力や適性を理解し、
自分に合った学習方法を確立
することができる

自分の目標をもち、夢を実現で
きる学力を身に付けることが
できる

場に応じた あいさつや
言葉遣いが でき、自他の
違いを受け 入れること
ができる

時と場に応じた振る舞いがで
き、集団に貢献しようとする態度
を身に付けることができる

礼儀正しく振る舞い、他者を思
いやることができる

地域の歴史 や文化に関
心をもち、地 域のよさに
気付くこと ができる

地域と自分との関わりを知り、
地域の未来について考えるこ
とができる

地域の良さを実感し、地域を
支えようとする意欲をもつこと
ができる

中学校２年 中学校3年 めざす将来の姿中学校　　１年     

自分のよさを知り
表現できる

学力をつけ自分の夢を
実現できる

社会に貢献できる
自立した大人になる

地域を支え地域を創る
大人になる

①与えられた課題には素直に取り組む。
②児童生徒の学力差が大きく、基礎学力
に課題を抱える児童生徒もおり、個に応
じた対応が不可欠である。
③自信をもって自分の意見や考えを表現す
ることが苦手な児童生徒が多い。

    地域　  を愛し、
 地域に　 愛され、
地域を支　 える子ども

和田中　　学校区
和田小学校   　・和田中学校

自分のよさを
見つけ、
表現しよう

小中一貫学校
教育目標 学校の現状と課題

小中一貫教育グランドデザイン和田中学校区

小中合同
学校運営協議会

企画
推進委員会部長会議

春
高瀬の旬をクイーン祭（4月）
福寿荘春の福祉まつり（4月）
生徒会クリーン作戦（5月）
トワイライトフェスティバル（6月）

小中合同
学校運営協議会

企画
推進委員会部長会議

夏
和田納涼祭り（８月）
生徒会クリーン作戦（８月）
和田地区敬老会（９月）
つくし園フェスタ（９月）

小中合同
学校運営協議会

企画
推進委員会部長会議

秋
和田総合まつり（10月）
こんにゃくづくり（10月）
ルーラルフェスタ（11月）
門松づくり（１２月）

小中合同
学校運営協議会

企画
推進委員会部長会議

冬
どんど焼き（１月）
生徒会クリーン作戦（３月）
地域の皆様に感謝する会（３月）地

域
行
事
の
取
組

運営
組織等

※和みネット:
　和田中学校区(和田小・和田中)の
　地域協育ネット協議会のことです。どのように進めるか～「和みネット」を中心に～

なご

なにができるようになるか

最後まできちんと相手の話を
聞くことができ、日常の出来事
について、楽しんで話すことが
できる

相づちなど反応を返しながら、
相手の話を聞くことができ、自
分の気持ちや考えを進んで伝
えることができる

自分の考えと比較しながら相
手の話を聞くことができ、自分
の気持ちや考えを分かりやす
く伝えることができる

自分の個性 を自覚し、自
分の考えや 思いを伝え
ることがで きる

家庭との連携を図り、継続して
努力することの大切さに気付く
ことができる

目標を意識しながら、学習や
運動などに取り組むことがで
きる

自分で目標を設定し、学習や
運動などに継続して、自主的に
取り組むことができる

自分の興味 ・関心を広げ、
学習習慣を 身に付ける
ことができる

笑顔で元気にあいさつでき、
やさしく人に接することができ
る

大きな声で自分からあいさつ
でき、自分の良さを知り、自分
を大切にできる

あいさつすることの意義を考
えて進んであいさつでき、自他
の良さを知り、他者を大切にで
きる

場に応じた あいさつや
言葉遣いが でき、自他の
違いを受け 入れること
ができる

遊びや生活を通して地域を知
り、地域の人 と々のふれあいを
楽しむことができる

行事やふるさと学習を通して
地域を詳しく知り、地域に関心
をもつことができる

地域の歴史や文化の学習を
通して地域をより詳しく知り、自
分も地域の一員であることに
気付くことができる

地域の歴史 や文化に関
心をもち、地 域のよさに
気付くこと ができる

小学校１・２年 小学校３・４年 小学校５・６年 中学校　　１年     

表現力の
育成

学力の
保障

キャリア
教育

地域
連携

未来を拓く
たくましい

「やまぐちっ子」の育成

①少子高齢化がすすんでいる。
②里づくり推進協議会等が中心となって地
域の活性化に取り組んでいる。
③地域の伝統文化を継承する後継者の育
成に積極的である。

山口県教育の
基本目標

    地域　  を愛し、
 地域に　 愛され、
地域を支　 える子ども

和田中　　学校区
和田小学校   　・和田中学校

令和2年度

地域の現状と課題

「萩大島ふるさと創造科」全体構想図 令和2年度大島小中学校

9年間を通して萩大島をフィールドに系統
性・連続性をもって教科横断的に学ぶこ
とにより、将来どんな環境においても、自分
らしく前向きに生き抜くことができる人材
を育成する。

「萩大島ふるさと創造科」
でめざすこと

他者に働きかける力
自己の役割の理解

課題発見、計画立案、実行力
学ぶこと・働くことの意義や役割の理解

身に付けさせたい
資質・能力ふるさとの未来を創る

人材を育てる

大島小中学校では、「萩大島ふるさと創造科」全体構想図（グランドデザイン）を
ベースに、総合的な学習の時間を軸として、「ふるさと大島学習」や「漁業・海の幸
体験学習」など、地域の魅力を存分に活用した学習を充実させています。小中一貫
校の特色を生かして、縦割り班のプロジェクト学習を行い、ふるさと大島について多
面的なアプローチで学んでいます。各縦割り班は、地域の方を招いたカフェの設置
や、インスタ映えする大島の風景を紹介したパンフレットの作成、自分たちの活動を
紹介するＣＭの作成など、ユニークな取組を行っています。各学校において定める

大島小中学校の実践について
目標及び内容は、日常生活や社会との関わりを重視することが必要です。大島小中
学校の児童生徒は、様々な取組を通じて、社会との関わりを強く意識していると考
えられます。
また、こうした取組が「活動あって学びなし」とならないためには、事前事後の学
習を大切にする必要があります。体験活動などを通して課題意識をもつ場面や、必
要な情報を収集し、収集した情報を整理したり分析したりして思考する場面、自分の
考えなどをまとめ、判断し、表現する場面等を設けることが重要です。

社会（昔の道具調べ）
　小学校３年生は、社会科の時間を活用して、地元
の古民家を訪ね、昔の道具や大島の伝統文化、歴

史について地域の
方から学んだ。児童
にとって、様々な古
い道具を実際に触
る体験ができた。

道徳（地域参加型道徳）
　小学校低学年から中学生まで、地域の方と共に
学ぶ「地域道徳」を実践している。児童生徒にとっ

て、多様な意見や
価値観に触れるこ
とは、自らの視野を
広げる機会となっ
ている。

総合（「ふるさと大島学習」の取組）
　大島小中学校では、「ふるさと大島学習」と称し、「萩大
島地域を魅力化する」という
視点から小３から中３までの
縦割り班（里海班・里山班・伝
承班・未来創造人班）で総合
的な学習に取り組んでいる。

音楽（民謡「ヤレサ」の歌い方や踊り方を学ぶ）
　音楽科では、地域の方から大島の民謡「ヤレ
サ」の歌い方や踊り方を教わるとともに、新しい歌
詞を創作すること
で、時代に即した伝
統継承の在り方に
ついて考える機会
を設けている。

総合（縦割り班の活動）
　各縦割り班は、魚を増やすための竹漁礁作りや、島民

と島外の人たちを結びつけ
る釣り大会、カフェの開催、
伝統料理や島の魅力をＣМ
やインターネット等で発信
する活動を行っている。

総合（民謡「ヤレサ」の歴史調べ）
　文化祭では、大漁旗を素材にした法被を着て、踊りなが
ら歌う民謡「ヤレサ」を披露
している。総合的な学習の時
間では、「ヤレサ」がどのよう
に作られ、どのように発展し
たかを調べ、発表した。

このリーフレットは、学校・地域連携カリキュラムに基づく
ふるさと学習の事例として、
周南市立和田中学校区・岩国市立岩国中学校区・
萩市立大島小中学校の実践の一部を取りまとめたものです。

令和3年3月　山口県教育委員会

本県では、「学校・地域連携カリキュラム」
を「社会に開かれた教育課程の視点をもと
に学校と地域が連携・協働する教育活動を
体系的に示したカリキュラム」と定め、「学
校の基本方針を示すグランドデザイン」と
「総合的な学習の時間を核とした９年間の
単元配列表」を効果的に活用することで、
各学校の教育活動の質を高めることが重要
だと考えています。

学校・地域連携
カリキュラムとは

ふるさと
学習

育成をめざす
資質・能力

カリキュラム・
マネジメント

ふるさと学習を軸にした
学校・地域連携カリキュラムの

作成と活用
～伝統や文化に関する教育の充実に向けて～

徳山駅前での三作神楽の披露


